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主な企業誘致対象産業 
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経済成長を遂げるオレゴン州 

Åなぜオレゴンで食品産業なのか？ 

– 競争力の高いビジネス環境 

– 高い技能を持つ労働者が多く点在 

– 戦略的好立地 

– クオリティ・オブ・ライフ 

 （恵まれた環境で仕事や生活を楽しむ豊かな人生） 
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戦略的好立地 

Å米国西海岸における戦略的重要拠点 

– 全米一の市場規模を誇るカリフォルニアへのアクセス
が良く、環太平洋地域への輸送アクセスも抜群 

– インターモーダル輸送（複合一貫輸送）が利用可能 

 

Åポートランド国際空港は過去４年「全米で最もビ
ジネストラベルに適した空港」の評価を受ける
（Travel & Leisure誌） 
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競争力の高いビジネス環境 

Å法人事業税が低い 
（オレゴンは全米で５番目に法人実効税率が低い州 – 2017年「Ernst & 
Young COST Study」） 

Å消費税・在庫税が無い 

Å“Single Sales Factor tax structure” 

–オレゴン州内での売上額のみが課税の対象に 

Å資産税は 課税評価額の１～２％ 

–棚卸資産と車輛は非課税 

–課税削減プログラム 5 
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競争力の高いビジネス環境 

Å電気：安定的且つ安価に提供 

– １キロワットあたり、$.06 US 

 （カリフォルニア州の半分以下）  

Å天然ガス 

– 1,000 ft³ あたり、 $5.５３ US  

Å水：豊富且つ高い純度を誇る。 安価に提供   

– 100 ft³ あたり$2.36 US   

Å数多くの工業用地 



質の高い労働力 

Å才能豊かな若年層のプロフェッショナルがオレゴ
ンを選ぶに傾向に 

– 米国内で、州外からの転入者の割合が最も高かった州は
オレゴン （CNN Money） 

Å食品産業における生産性の高い労働力  

Å30,000人を超える（季節限定ではない）労働人口 

 

 



技術革新投資/ Innovation Investment  

製造企業様に技術革新投資環境を提供 

Åオレゴン･イノベイション･カウンシル 
Oregon Innovation Council 

Åオレゴン･マニュファクチュアリング･イノベイションセンター 
Oregon Manufacturing Innovation Center (OMIC) 

Å国立先端木材製品製造･デザインセンター          
National Center for Advanced Wood Products Manufacturing & 
Design 

Åフード・イノベイションセンター                        
Food Innovation Center 
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ランキングで見るオレゴン州 
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Å全米で最も製造業に適した州 第１位 
「American Institute for Economic Research」 

Å全米で最も総生産成長率（GDP）が高い州 第２位   
「U.S. Bureau of Economic Analysis」(2015- 2016年)  

Å全米で最も雇用率が増えた州 第１位   
「U.S. Bureau of Labor and Statistics」(2015- 2016年) 

Å最もイノベイティブな州 第６位   
「ブルームバーグ」(2016年)      

“ベスト・パフォーミング エコノミー in the U.S. ” 
             －ブルームバーグ ニュース 

 



オレゴンで操業する主な食品産業企業 
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